
■　その他の社会連携活動
・静岡市立登呂博物館協議会委員　（2015年8月～2021年7月）
・講演や高校への出張授業

■　相談に応じられる関連分野
・先史時代に関する歴史教育
・先史時代に関する展示企画学術院人文社会科学領域

人間・社会系列
教授

山岡　拓也

キーワード：先史時代、初期現生人類、旧石器時代、縄文時代

■ 個人研究者　　□ 研究者・学生等による共同プロジェクト　　□ プロジェクト研究所
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■　初期現生人類の研究
　アフリカで30万年ほど前に誕生したホモ・サピエンス（現生人類）はおよそ3.9万年までに日本列島に到達してい
たことがわかっています。ヒトが残したモノを研究する考古学の分野では、ホモ・サピエンスに特有の行動であ
る現代人的行動について、世界中で研究が進められています。静岡県東部、愛鷹・箱根山麓は、この時代の日本有
数の研究フィールドであり、その研究成果は世界的にも知られつつあります。現在は主に愛鷹・箱根山麓の遺跡
から出土した資料（主に石器資料）の研究に取り組み、初期現生人類の技術や資源利用について研究しています。
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・研究と関連するこれまでの普及活動：
■　講演
　静岡大学の地域創造教育センターやキャンパスミュージアムの公開講座、ふじのくに地球環境史ミュージアム
の講演会で、初期現生人類に関わる研究の成果や日本列島の旧石器時代や縄文時代に関わる研究の成果について
紹介しました。

■　展示
　考古学研究室で毎年大学祭に合わせて開催している「考古展」で、発掘調査や研究の成果について学生とともに
準備して紹介しました。また、類似した小企画展示を、ふじのくに地球環境ミュージアムと沼津市文化財センター
で実施させていただきました。
　
・関連書籍等：　
山岡拓也・池谷信之、静岡大学地域創造教育センター (編)
 2018 『静岡大学公開講座ブックレット10ふじのくにのホモ・
サピエンス～3万5千年前の遺跡から現代人的行動を探る～』

（※静岡大学学術リポジトリのHPでPDFファイルをダウンロー
ドできます。）

【代表的な研究テーマ】

□ 現代人的行動（人類の行動的現代性）
□ 先史時代における狩猟採集民の技術適応

複製台形様石器を用いた
投射・刺突実験の様子

愛鷹山麓にいた初期現生人類が
様々な工夫をして狩猟具を作っ
ていたことがわかってきた

ふじのくに地球環境史ミュージアム
ホットトピックギャラリーでの展示

17

人
文
社
会
科
学
部


